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Ⅲ． 乾麺での国産小麦粉を選ぶ理由

※売れるから〝消費ニーズへの対応（マーケットイン）〟

1． 日本の伝統食品の乾麺のうどんは日本の小麦がふさわしい、美味しいという

イメージが強い。さらに歴史的に小麦の産地の地域ブランドがある。

2． 日本人が慣れ親しんできた小麦の風味、食感がある。

3． 国産の安全、安心志向（輸入麦もしっかり管理されている）がある。

4． 低価格　 輸入麦は海外相場（年2回改定）

国産は前年に年1回の播種前契約（輸入麦の変動に連動）

これらの〝特長〟を〝商品〟に活かしてきた

Ⅳ． 国産麦の課題、問題点

現在、商品の品質に対してのマーケット（消費者）からの要求は非常に厳しく

北関東エリアの小麦についてはいくつかの課題がある。

このような問題点を解決して、地域（県、広域都市）でどう六次化を構築して

いくかが国産小麦の増産につながるものと思っている。

・質の安定

収穫時が梅雨になる為、天候の影響を大きく受け、小麦粉の品質がブレて

麺に影響が出る。この為、当社では助成金を活用して乾燥設備を更新して

小麦品質の変化に対応した。

・量の安定

収穫量についても天候の影響が大きく、豊不作の差が大きい。

この為、前年在庫を必要以上に持ちブレンドすることで対応しているが

保管場所、資金が大きな負担となっている。
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